
第３学年 国語科 日時 平成２３年１１月２日（水） 指導者 教諭 長尾貴樹 場所 ３年１組教室

単元名 研究レポートを書こう

単元の目標

・知りたいことについて調べ，研究レポートを書くことに意欲的に取り組もうとする。 〔関心・意欲・態度〕

◎研究レポートに書く題材を決めて取材し，書く事柄を集める。 〔書く(１)ア〕

◎調べた方法や具体例，自分の考えたことが分かるように言葉や表現を選んでレポートを書く。 〔書く(１)ウ〕

・予想と結果，意見と根拠などの関係を明確にすることなど，接続詞が果たす役割を理解して，文章の中で使う。

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(１)イ(ク)〕

単元について

本単元のねらいは，興味を持ったことについて調べ，レポートに書いて報告するという活動を通して，レポートの書

き方について学習することである。まず，児童にとって身近な｢遊び｣を取り上げる。総合的な学習の時間と連携して｢昔

の遊び｣について本やインターネット，祖父母への取材などの調べる活動を設定する。児童の興味・関心にあった活動

なので，意欲を持って書き進めることができ，また，｢調べて分かったこと｣「自分の考え」を整理して順番に書いてい

く方法を理解させることで，誰が読んでも分かりやすい書き方を身に付けることができると考えられる。さらに，交流

によって書き方を学ぶことで，分かりやすく書くことの大切さにも気付き，書く意欲も高まってくると考えられる。

自信を持って表現する力を育てるために身に付けさせたい力

・項目を整理して分かりやすく書く力

・調べたことを基に，予想と結果を比較して文章を書く力

児童の実態

５月に行った「ことばの力アンケー

ト」では，「自分の考えを書くことが

できる」と答えた児童の割合は８９％

と高く，書くことにあまり苦手意識を

持っていないことが分かった。

他教科や総合的な学習の時間などに

観察文や報告文を書いているが，調べ

たことをそのまま写していたり事実と

感想が混在したりすることが多く，情

報を整理して書いたり，読み手を意識

して書いたりすることは不十分であ

る。

教師の思いや願い

調査報告文の基本的な形式であるレポートの書き方を学ぶことで，情報を

取捨選択したり，事実と感想を分けて書いたりすることができるようにさせ

たい。また，児童が｢書きたい｣｢伝えたい｣と思うような活動を設定し，読み

手によく伝わる文章を書く気持ちを持ち続けられるように，次のような手だ

てを講じて学習を進めていく。

児童が興味を持てる題材を工夫する。

調べたことについて，総合的な学習の時間と関連付けて，実際に体験する場

を設定する。

学習におけるゴールを明確に示し，見通しを持って課題に取り組ませる。

指導内容を明確にし，ねらいを達成できるようにモデル文を工夫する。

交流の場面を設定し，自分の文章に生かせるようにする。（ペア・グループ・

学級・学年・隣接校の同学年）

単元の構想と展開にあたって ＜指導計画＞全１２時間

一次 第１時 学習計画を立てる。

二次
第２時

第３～５時

調べたいことを決めて，調べる計画を立てる。

いろいろな方法で調べて，分かったことを整理する。

三次

第６・７時

第８時

第９時

第１０時（本時）

第１１時

レポート全体の組み立てを考える。

研究レポート「調べたこと・調べた理由」を書く。

研究レポート「調べて分かったこと」を書く。

研究レポート「調べた感想」を書く。

研究レポートをまとめる。

四次 第１２時 研究レポートを読み合って，感想を伝え合う。

発展 沖野東小学校３年生にレポートを送る。



本時の提案

①モデル文から，予想と結果を比較して書く方法を身に付けさせる。

②友達との交流を通して，友達の文章のよいところに気づき，自分の表現に生かすことができるようにする。

本時のねらい

・調べる前の予想，予想に対する結果，思ったことを書くことができる。

段階 学 習 活 動 ・指導上の留意点 ◇主な指示や発問 評具体の評価規準

導
入(

２
分)

１．本時のめあてを知る。 ・前時の内容を確認してから，本時のめあてを提示する。

展
開(

40
分
）

２．調べた感想を書くポイントを

確認する。（１０分）

３．調べた感想を書く。（２０分）

４．友達と文章を読み合う。

（１０分）

・モデル文（書き方のポイントを含めた文章）を提示する。 【提案①】

・レポートの感想の書き方について，これまでとどこが違うか考えさせ

る。

◇予想と結果，思ったことをどのように書いたら分かりやすいでしょう

か。

・予想を書くときに使う言葉を確認する。

・結果を書くときに使う言葉を確認する。

・思ったことを書く言葉を確認する。

◇メモをもとにポイントに気を付けて，調べた感想を書きましょう。

・児童の文章のよい点を認める声がけをしながら，机間指導をする。

・モデル文のポイントに沿った書き方をしている児童の文章を適宜全体

に紹介するアナウンスをして，なかなか書き出せない児童への支援とす

るとともに，児童が安心して書き進めることができるようにする。

・早く終わった児童には，読み直しをさせる。

評調べる前の予想，結果，思ったことを書くことができる。

・交流の中で，友達のよい表現を見つけ，今後の自分の文章に生かせるよ

うにする。 【提案②】

・工夫して書いている児童の文章を紹介する。

ま
と
め(

３
分)

５．学習の振り返りをする。 ・本時の学習を振り返って，どのような表現を使ったのかを確かめさせ

る。

具体の評価規準 ・調べる前の予想，結果，思ったことを書いている。

十分満足できる状況 ・調べる前の予想，結果，思ったことを，言葉や表現を工夫して文章を書いている。

Ｃへの手だて ・書き出しの言葉に，モデル文と同じような言葉を使うよう助言する。

・他の児童の文章の中から書き方の参考になるものを紹介する。

調べた感想をまとめよう。

・自分の予想と結果を書いているところを見つける。

・昔遊びのよさについて書いているところを見つける。

レポートの感想のポイント

・予想・結果・感想，意見

・効果的な接続詞や形容詞の

使い方・文末表現

・遊びのよさ

・今後のこと


